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町
中
央
商
店
街
に
店
を
構
え
る
ス

タ
ジ
オ
や
ま
う
ち
の
第
44
回
企
画
展

「
よ
み
が
え
る
街
パ
ノ
ラ
マ
」
は
７

月
22
日
、
同
ス
タ
ジ
オ
で
始
ま
り
ま

し
た
。

　

ス
タ
ジ
オ
内
に
は
１
９
９
２（
平

成
４
）年
に
撮
影
さ
れ
た
同
商
店
街

の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
と
明
治
か
ら
平
成

ま
で
の
時
代
ご
と
の
街
並
み
地
図
な

ど
を
展
示
。
訪
れ
た
人
た
ち
が
昔
の

商
店
街
な
ど
の
様
子
を
懐
か
し
そ
う

に
見
入
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ノ
ラ
マ
写
真
は
同
ス
タ
ジ
オ
を

経
営
す
る
山
内
晴
也
さ
ん
が
撮
影
。

街
並
み
地
図
は
新
明
家
具
の
新
明
哲

也
さ
ん
が
制
作
し
ま
し
た
。

　
「
移
転
、
閉
店
し
た
店
舗
や
震
災

で
壊
れ
た
建
物
な
ど
も
あ
り
、
撮
影

し
た
頃
と
比
べ
る
と
街
並
み
も
だ
い

ぶ
変
わ
っ
た
」
と
山
内
さ
ん
。
新
明

さ
ん
は
「
商
店
街
の
移
り
変
わ
り
や

町
に
は
い
ろ
い
ろ
な
産
業
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
歴
史
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら

の
こ
と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
」
と

話
す
両
氏
。「
評
判
は
上
々
。
こ
れ

か
ら
お
盆
を
迎
え
る
の
で
、
町
を
出

た
人
た
ち
に
も
帰
省
し
た
際
に
ぜ
ひ

立
ち
寄
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
期
待
を
込
め
ま
す
。

　

企
画
展
は
８
月
22
日
ま
で
開
催
。

こ
の
機
会
に
、
懐
か
し
い
あ
の
時
代

へ
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
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今月の表紙
会津磐梯山総おどりに
向かう途中の山内伊織
ちゃん（５歳＝本町）
と妹の朱里ちゃん（２
歳）。大好きなおばあ
ちゃんと一緒に踊ると
あって、始まる前から
ウキウキ。ママがカメ
ラを向けると、２人と
も可愛らしいポーズを
取っていました。

【撮影日】　７月 27 日
【撮影場所】　中央商店街

【目次】

10　笑顔でこんにちは／ハーイ、きらりさん／スクール
　トピックス
12　いなわしろタウンページ

18　暮らしの情報広場

20　みんなの美術館／食生活改善推進員コーナー

「商店街の歴史をたくさんの人に
知ってほしい」と話す山内さん（左）
と新明さん

磐梯まつり
７月 26、27 日に開かれた第 66 回磐梯まつり。
今年も大勢の町民がまつりを楽しみ、盛り上げました。
当日の様子を写真で紹介します。

第
66
回
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今
年
で
66
回
目
を
迎
え
た
磐

梯
ま
つ
り
は
７
月
26
、
27
の
両

日
、
旧
役
場
跡
地
・
お
ま
つ
り

広
場
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　

猪
苗
代
の
夏
の
風
物
詩
と
も

い
え
る
こ
の
ま
つ
り
は
、
明
治

21
年
７
月
15
日
の
磐
梯
山
噴
火

で
殉
難
し
た
人
々
の
追
悼
と
供

養
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
も

の
で
、
五
穀
豊ほ

う

穣じ
ょ
う

や
町
民
の
安あ

ん

寧ね
い

を
祈
願
す
る
「
火
の
祭
り
」

と
し
て
継
承
さ
れ
、
発
展
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
ま
つ
り
は
、「
火
に

託
す
二
つ
の
心『
祈
り
』と『
感

謝
』」
を
テ
ー
マ
に
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
音
楽
パ
レ
ー
ド
に
は
、

ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
し
た
遠

藤
尚
選
手
、
星
野
純
子
選
手
、

鈴
木
猛
史
選
手
の
３
人
が
特
別

参
加
。
町
内
の
児
童
・
生
徒
ら

と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
は
降
雨
の
た
め
カ

メ
リ
ー
ナ
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
全
員
が

３
選
手
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
き
た

こ
と
に
加
え
、
１
団
体
ず
つ
順

番
に
演
奏
し
た
こ
と
か
ら
、「
子

ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
頑
張
る

姿
を
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で

き
た
」
な
ど
と
参
加
者
や
来
場

者
か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

1_ 磐
い わ

椅
は し

神社からお旅
た び

所
し ょ

祭
さ い

に向かう御神火行列　2_ 御神火行
列の出発を待つ巫女と天狗。巫女と天狗は町内の中学生が務
めた　3_ 読経と焼香で犠牲者の冥福を祈った噴火殉難者供
養祭　4_ 約 600 人が参加し、磐梯まつりのフィナーレを飾っ
た会津磐梯山総踊り　5_ 本町出身のシンガーソングライ
ター、渡部ゆりあさん（右）。初めて立った地元のステージで、
気持ちのこもった歌声を披露した。サプライズで母、富恵
さん（左）に感謝の手紙を読んだ　6_ 山車とみこしの競演に
は、町内各地区の山車と中学生によるみこしが参加し、中央

1

2347

5

8

9

10

6

商店街を練り歩いた　7_ 音楽パレードに特別参加した本町
ゆかりの３選手が、子どもたち全員とメダル越しにハイタッ
チ。会場内は子どもたちの喜びの笑顔で溢れた　8_ 約 360
人が参加したたいまつ行列　9_ たいまつ行列と共におまつ
り広場へと向かう稚児たち　10_ 演奏を披露する千里小の児
童。パレードは降雨によりカメリーナでの開催となったもの
の、「すべての学校の演奏を聴けてよかった」「他の学校の演
奏を聴いて刺激になった」などと保護者や参加した子どもた
ちから好評を博した

火
に
託
す
二
つ
の
心

「
祈
り
」
と
「
感
謝
」
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

磐梯山にちなんだ民話を披露

　昔ながらの民話や、猪苗代に伝わる伝説などを今に伝える「第
13 回いなわしろ民話祭り」は７月 21 日、町農村環境改善センター
で開かれました。今年は磐梯山ジオパークに親しんでもらうため、

「磐梯山と富士山の背くらべ」「へび王丸の由来」など磐梯山にち
なんだ民話を中心に披露されました。会員 16 人が方言を交えな
がら１話ずつを披露。会員最高齢となる 94 歳の長尾ムツさん（上
新町）が語り終えると、会場からは大きな拍手が送られました。

第 13 回いなわしろ民話祭り

「大江山の鬼退治」を披露する長尾さん

シーズン中の無事故を祈願

　猪苗代湖５浜の合同浜開きと安全祈願祭は７月 11 日、アン
ジュール猪苗代で行われました。上戸浜での実施を予定していま
したが、台風の接近により屋内で行われました。長浜、松橋浜、
天神浜、志田浜、上戸浜の各観光組合関係者ら約 20 人が出席。
神事に先立ち、主催者を代表して菊地学上戸浜観光組合長が「事
故のないシーズンになるよう願う」とあいさつ。神事では関係者
らが玉串をささげて今シーズンの無事故を祈願しました。

全員が最優秀選手賞を獲得した第５分団
のポンプ車操法

猪苗代湖５浜合同浜開きと安全祈願祭

第５分団がＷ優勝

　平成 26 年度町消防操法大会は７月６日、町水
防センター駐車場で開かれました。
　大会には町消防団の６分団が出場。消防ポンプ
操作の正確性や放水までのスピードなどを競い合
いました。この結果、ポンプ車操法の部、小型ポ
ンプ操法の部ともに第５分団が優勝しました。同
分団のＷ優勝は、2010（平成 22）年以来４年ぶ
りとなります。
　成績は次の通りです。

【ポンプ車操法の部】
①第５分団②第３分団③第６分団
最優秀選手　指揮者＝佐藤優樹（第５分団）、１
番員＝遠藤豊（同）、２番員＝五十嵐史朗（同）、
３番員＝鈴木一史（同）、４番員＝榊原靖之（同）

【小型ポンプ操法の部】
①第５分団②第６分団③第１分団
最優秀選手　指揮者＝佐野康弘（第２分団）、１
番員＝本多雄介（第５分団）、２番員＝渡部真史（第
６分団）、３番員＝遠藤辰朗（第５分団）

シーズン中の安全を祈願する関係者

町消防操法大会

幻想的なひとときを体験
亀ケ城公園でホタル観賞会

　「いなわしろにホタルを呼び戻そう会（小橋勝幸会長）」が主催
するホタル観賞会は 7 月 13 日、亀ケ城公園で開かれ、親子連れ
などが幻想的なひとときを体験しました。学びいなに集まった参
加者らは、公園にある川沿いへと移動。夜空に舞うホタルを眺め
たり、つかまえて手の平にのせたりして観察しました。この日は、
ヘイケボタルとゲンジボタルの両方を見ることができ、参加者は
光り方や大きさの違いなどについて会員から説明を受けました。

社会福祉事業に役立てて

　佐藤マツさん（達沢）は７月 23 日、町役場を訪れ、社会福祉に
役立ててほしいと町に１万円を寄付しました。佐藤さんは、文化
センター建設協力金や社会福祉事業協力金として平成６年から毎
年寄付を続けていて、平成 21 年には町の善行者表彰を受けてい
ます。前後町長は「善意をありがとうございます。有効に活用さ
せていただきます」と感謝を述べました。

佐藤マツさんが町に寄付

前後町長に寄付を手渡す佐藤さん（右）

長年にわたる防犯の功労たたえる

　約 30 年にわたり地域の防犯活動に取り組む猪苗代地区防犯協
会連合会吾妻支部長の福地久喜さん（中の沢）への東北管区警察
局長・東北防犯協会連絡協議会長連名の防犯功労者表彰伝達式は
７月 14 日、町役場で行われ、前後町長が福地さんに表彰状を手
渡し、長年の功労をたたえました。福地さんは「吾妻支部が防犯
活動の手本となれるようますます尽力したい」と謝辞を述べまし
た。竹田正人猪苗代署長が立ち会いました。

ポンプ車操法、小型ポンプ操法ともに優勝を果たした第５分団

福地久喜さんに防犯功労者表彰

表彰を受けた福地さん（中央）

1500 人が自慢の健脚競う

50㌔コースに挑むランナーたち

磐梯高原猪苗代湖マラソン

　第９回磐梯高原猪苗代湖マラソンは７月 12 日、ホテルリステ
ル猪苗代をスタート・ゴールに、猪苗代湖周辺を走るコースで開
かれました。50㌔、フルマラソン、ハーフマラソン、10 マイル

（約 16㌔）の４コースに合わせて約 1500 人が参加。台風一過で
晴れ渡る空の下、ランナーたちは、磐梯山や猪苗代湖の景色を眺
めながら、日頃のトレーニングや健康づくりなどで鍛えた自慢の
健脚を競いました。ヘイケボタルとゲンジボタルの大きさを比べる参加者

町ホームページの「フォトアルバム」にも町の話題を掲載しています。
http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/blog/photo/

小型ポンプ操法の筒先員交代
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見て、体験して祭り楽しむ

　2014 学びいな夏祭りは７月 20、21 の両日、学びいなで開か
れました。学びいな内では、絵画や写真、手芸など、町体験交流
協会加入団体の作品が展示されたほか、「猪苗代ふる里かるたと
り大会」やビーズアクセサリー作りなども行われ、子どもたちの
人気を集めました。屋外ではミニＳＬやミニ電車も運行し、親子
連れなどから好評を博しました。21 日には、オカリナ奏者の善

ぜ ん

久
きゅう

さんによるミニコンサートやオカリナ塾も開かれました。

学びいな夏祭り

親子連れなどに好評を博したミニＳＬ

町の農業振興への尽力に感謝

　任期満了に伴い町農業委員を退任した皆さんへの感謝状贈呈式
は７月 14 日、町役場で行われました。前後町長が一人一人に感
謝状を手渡した後、長年の尽力にお礼を述べました。感謝状を受
けた皆さんは下記のとおりです（敬称略。かっこ内は地区名）。
　大川原けい子（上戸）、鈴木秀康（行津桜川）、佐藤智昭（曲淵）、
佐藤睦弘（関脇）、古川文和（松橋）、山本廣市（半坂）、鈴木輝夫（西
舘）、笹岡正人（新町ロ）、穴澤清和（西真行）

前後町長に受賞を報告した花雅の渡部雅幸専務（右）

退任農業委員に感謝状贈呈

農業の未来に希望の光

　大分市で７月 17 日に開かれた第 63 回全国農業コンクールの
全国大会で、町内の農業法人「花雅」が優秀賞を受賞しました。
同コンクールは、日本の農業に希望を与える先進的な取り組みを
実践している農業生産者などを顕彰するもので、毎日新聞社など
の主催。冬期の野菜や花を栽培するビニールハウス内の暖房にか
かる燃料代を抑えるため、ビニールを２重にして間に温風を送り
込む「エアーハウス」のアイデアなどが評価されたものです。

前後町長から感謝状を受ける鈴木秀康さん（左）

花雅が全国農業コンクールで優秀賞

楽しみながらロボットの役割学ぶ
長瀬小でロボット体験授業

　長瀬小では７月 14 日、いわき明星大の高橋義考准教授を講師
に招き、ロボット体験授業が開かれました。同校の科学教育の
一環で、１年生と４年生合わせて 29 人が学びました。１年生は、
ロボットが人間社会にどのように役立っているかの説明を聞いた
後、パソコンを使って二足歩行ロボットを操作し、ロボットの有
用性について学びました。、４年生は、鶏の手羽先の関節とロボッ
トの関節を動かしながら比較実験を行いました。

ガーナとの交流深めるきっかけに

　アフリカのガーナ共和国でボランティア活動をしている埼玉県
出身の国分敏子さんによる特別授業が７月 17 日、猪苗代小で行
われました。４月に町国際交流協会の会員がガーナに訪問し、国
分さんと面会したことをきっかけに実現したものです。国分さん
はガーナの子どもたちに図画・工作やそろばんなどを教えていて、
同校の５年生 44 人を対象に、ガーナの学校の現状や子どもたち
の生活の様子などを紹介しました。

国分敏子さんが猪苗代小で特別授業

ガーナの楽器「ジャンベ」を見せる国分さん（右）

長瀬小が３年連続の準優勝

　７月５日に福島市のあづま総合体育館で開かれた交通安全子供
自転車県大会において、長瀬小が団体の部で３年連続の準優勝に
輝きました。同校は、猪苗代地区大会と会津大会を制して県大会
に出場。個人の部でも渡部未夢さん（６年）が優勝、柳沼あさひ
さん（同）が準優勝するなど、日頃の練習の成果を十分に発揮し
ましたが、石川小（石川町）に惜しくも敗れました。同大会には
翁島小も出場し、団体の部で５位入賞の活躍を見せました。

レースに挑む出場者たち

交通安全子供自転車県大会

林の中や浜辺を駆け抜ける

　猪苗代湖の天神浜で７月 21 日、シクロクロスの大会「TOHOKU 
CX Project JECX サマークロス第２戦」が開かれました。シクロ
クロスとは、障害物がある不整地の周回コースを走る自転車競技
で、ロードレース選手の冬季トレーニングとして始まったもの。
この大会には東北や関東から約 50 人の選手が参加し、林の中や
浜辺を駆け抜けました。参加賞として町のブランド米「いなわし
ろ天のつぶ」が参加者全員に配られました。

県大会で準優勝に輝いた長瀬小のメンバー

天神浜で東北シクロクロス大会

犯罪のない明るいまちへ

７月 15 日の広報活動に参加した関係団体の皆さん

「社会を明るくする運動」強調月間

　「社会を明るくする運動」強調月間の７月、町
内では猪苗代地区の保護司会や更生保護女性会な
どの関係団体により、犯罪のない明るい社会を築
くための活動が繰り広げられました。１日早朝に
はＪＲ猪苗代駅前で啓発活動を実施。関係団体
から参加した約 40 人がチラシやポケットティッ
シュなどの啓発グッズを配り、犯罪や非行防止を
呼び掛けました。15 日には町内で広報活動を展
開。広報車で犯罪のない社会づくりを呼び掛けた
ほか、事業所などを巡回し協力を求めました。ロボットを操作し、腕立て伏せをさせる児童

町ホームページの「フォトアルバム」にも町の話題を掲載しています。
http://www.town.inawashiro.fukushima.jp/cb/blog/photo/
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1988 年 10 月８日生まれ。翁島駅前出身。
東京都在住。都内のライブハウスを中
心にライブ活動をするほか、TOKYO MX 
TV「ミュージックアクア」、インターネッ
トテレビ「ひさっ Chu ～！」などに出演。
趣味はバドミントンと英会話

・ブログ「渡部ゆりあの日常」
・Twitter「渡部ゆりあ @yuriawatanabe」
・You Tube で動画配信中

「いろいろな経験を積み重ねて、希望に向かって頑
張ってほしい」。紗希ちゃんの名前には、両親のそ
んな願いが込められています。

笑顔でこんにちは

　

人
見
知
り
せ
ず
、
い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
の
紗
希
ち
ゃ
ん
。

最
近
、
つ
か
ま
り
立
ち
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

お
姉
ち
ゃ
ん
の
愛あ

泉み

ち
ゃ

ん
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
元

気
に
動
き
回
る
愛
泉
ち
ゃ
ん

の
後
を
ハ
イ
ハ
イ
で
一
生
懸

命
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
愛
泉
も
妹
の
面
倒
を
よ

く
見
て
く
れ
る
の
で
助
か
り

ま
す
」
と
話
す
マ
マ
の
美
奈

さ
ん
。「
昨
日
は
頭
を
洗
っ

て
あ
げ
た
よ
」
と
愛
泉
ち
ゃ

ん
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
好
き
な
遊
び
場
は
、
パ

パ
の
作
っ
た
ブ
ラ
ン
コ
が
あ

る
、
お
う
ち
の
庭
。
最
近
は
、

プ
ー
ル
で
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
、

２
人
で
水
を
か
け
合
っ
て

「
キ
ャ
ッ
」「
キ
ャ
ッ
」
と
は

し
ゃ
い
で
い
る
の
だ
と
か
。

　
「
大
人
に
な
っ
て
も
、ず
っ

と
仲
の
い
い
姉
妹
で
い
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
美
奈
さ
ん

は
優
し
い
笑
顔
で
２
人
を
見

つ
め
ま
し
た
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

大好きなママ、お姉ちゃんと一緒に「ハイ、チーズ」

平成 25 年 10 月生まれ
～翁島行政区外
裕
ゆ う

二
じ

さん・美
み

奈
な

さん夫婦の二女

野﨑　紗
さ

希
き

　ちゃん

ハーイ、きらりさん

　シンガーソングライターとして、
都内を中心に活動している渡部さ
ん。今年の磐梯まつりでは、初め
て地元のステージに立ち、気持ち
のこもった歌声を響かせました。
　「友達や親戚、両親の知り合い
など、多くの人が集まってくれて
本当にうれしかった。地元の温か
さをしみじみと感じました」と渡
部さんは目を潤ませます。
　幼稚園の頃からピアノを習って
いたという渡部さんですが、小
さい頃は音楽にあまり興味がな
かったのだそう。「恐竜が大好き
で、夢は恐竜博士になることでし
た」と笑いながら話します。
　歌に興味を持ち始めたのは、小
学６年生の時。ラジオで流れてい
た、浜崎あゆみさんの「SEASONS」

が心に響き、歌手に憧れるように
なりました。中学３年生の時には、
東京のタレント養成所に通ううち
に、「もっと歌が上手くなりたい」
とさらにのめり込みました。
　神奈川県の短大に進学後、本格
的に活動を開始。現在は都内を中
心にライブ活動をするほか、テレ
ビやインターネットＴＶにも出演
するなど、着実に活動の場を広げ
ています。
　目標は、メジャーデビューを果
たし、多くの人に自分の歌を届け
ること。「売れるだけではなくて、
歌詞や曲に思いを込めて作ってい
るので、そういったところで評価
されていきたいです」。夢を語る
渡部さんの笑顔は、とびきり輝い
ていました。

渡部 ゆりあ さん

Profile

「ハーイ、きらりさん」では、学業、スポーツ、芸術など、さまざまな分野で活躍している、
または活躍した、町ゆかりの輝く人を紹介します（不定期連載）。広報担当まで情報を
お寄せください（自薦・他薦は問いません）。　☎（62）2111

スクールトピックス

　猪苗代高生徒会は７月、町内の清掃活動に取り組
んだり、磐梯まつりに出店したりするなど、町の環
境保全やまつりの盛り上げに一役買いました。
　７月８日には「おもいやりキャンペーン」を実施。
生徒会と生活委員会の生徒合わせて 11 人が、ＪＲ
猪苗代駅前周辺のごみ拾いに取り組みました。坂本
直俊会長（３年）は、「猪苗代には観光客も多く訪れ
るので、駅をきれいにするのは大切なことだと思う。
ごみが少なく、きれいだったので、この状態が続い
てほしい」と話しました。
　７月 26、27 の両日に行われた磐梯まつりでは、
町商工会青年部と協力し、おまつり広場に出店。ス
キー部や野球部の部員らと一緒にノンアルコールカ
クテルを販売し、好評を博しました。吉野貴之町商
工会青年部長は「お金を稼ぐことの大変さを学ぶい
い機会。これからもこうした交流を続けていきたい」
と述べました。

ノンアルコールカクテルを手渡す坂本会長（右）

駅前の清掃活動に取り組む生徒

まつりに清掃に大活躍

わたなべ・ゆりあ

　

千
里
幼
稚
園
の
園
児
45
人
は
７

月
14
日
、
浅
野
茂
さ
ん（
打
越
）

宅
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
で
収
穫
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

浅
野
さ
ん
は
２
０
０
９
年
か
ら

毎
年
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
新

鮮
な
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
お
い
し
さ

を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同
幼

稚
園
の
園
児
を
無
料
で
招
待
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
摘
み
た
て
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
次
々
と
口
に
運

び
、「
甘
い
」「
お
い
し
い
」
と
歓

声
を
上
げ
ま
し
た
。
お
み
や
げ
用

に
渡
さ
れ
た
カ
ッ
プ
に
は
、
山
盛

り
に
な
る
ま
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

詰
め
込
み
、「
こ
れ
は
マ
マ
に
お

み
や
げ
」
な
ど
と
満
足
そ
う
に
眺

め
て
い
ま
し
た
。

　

浅
野
さ
ん
の
妻
の
カ
ヨ
子
さ
ん

は
「
お
と
と
し
と
昨
年
は
雨
で
中

止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど

も
、
今
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
よ

か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔

が
見
ら
れ
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

お
い
し
い

スクールトピックス

猪苗代高生徒会が地域に貢献
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▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ

く
町
民
意
見
箱
「
ご
意
見
箱
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
建
設
的
な
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▼
設
置
場
所

　

役
場
庁
舎
、
カ
メ
リ
ー
ナ
、
学
び

い
な
、
和
み
い
な（
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
も
受
け
付
け
ま
す
）

▼
回
答
方
法　

広
報
猪
苗
代
で
回
答

▼
記
入
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

　

ご
意
見
は
内
容
の
趣
旨
が
わ
か
る

よ
う
に
、
具
体
的
に
ご
記
入
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

他
人
を
誹
謗
、
中
傷
す
る
も
の
や

営
業
、
宗
教
、
政
治
活
動
な
ど
に
関

す
る
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
62
）５
１
７
５

！
【花火使用時の注意点】

　鳥獣追い払い用花火（連続発射式）は、一般に販売されてい
る玩具用花火とは異なり、大きな音を出すために威力の強い火
薬が使われています。このため、万が一、製品の異常な破裂な
どが発生した場合には、指や手の一部を欠損するなど、大けが
をする恐れがあります。
　花火を使用する場合は、下記の注意点を厳守してください。
●花火は直接手に持たず、杭などに固定して使用してください。
●やむを得ず手に持って使用する場合は、花火と一緒に町が提
供する専用の保護ホルダーを使用してください。その際には、
以下の点を厳守してください。

・専用ホルダー使用時には、ホルダー底面に手が触れない位置
で、可能な限りホルダーの下側を持って使用すること。また、
ホルダー底面は体に向けず、ホルダーはできる限り体から離し
て使用すること。

・使用する専用ホルダーに変形、さび、ひび割れなどがないか
確認し、異常があるものや過去に一度でも異常燃焼したものは
使用しないこと。

・専用ホルダーは、異常な破裂などによる被害を完全に防ぐこ
とはできないため、ゴーグル、耳栓、革手袋などの防護具を併
用すること。

・株式会社ライズが販売した鳥獣追い払い用花火「駆除雷５発」
（2012 年５月中国製）については、同社が自主回収しているた

め、同製品を持っている場合は絶対に使用せず、販売元に連絡
すること。（販売元　㈱ライズ　☎ 086（295）1179）

問農林課　農林整備係　☎（62）2116

緊
急
雇
用
臨
時
職
員
募
集

～
失
業
や
就
職
難
で
お
困
り
の
方
へ
～

　

町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
に

よ
り
離
職
後
仕
事
に
就
け
な
い
人
や

仕
事
の
な
い
人
に
就
業
の
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
緊
急
雇
用
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
お
よ
び
予
定
人
員

　

技
能
労
務
員（
施
設
管
理
作
業
な

ど
）
　

２
名（
避
難
中
の
人
を
優
先
的

に
雇
用
す
る
求
人
）

▼
資
格
要
件

　

避
難
中
の
人（
被
災
求
職
者
の
う

ち
、
沿
岸
部
で
津
波
に
よ
る
被
害
を

受
け
た
人
、
原
子
力
災
害
の
影
響
に

よ
り
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
な

ど
）

※
被
災
地
域
：
青
森
県
、
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県

※
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
は
、

雇
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
過
去
に
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

で
雇
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

▼
給
料（
日
額
）　

８
１
５
０
円

▼
勤
務
条
件

　

猪
苗
代
町
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事

業
に
お
け
る
臨
時
職
員
の
雇
用
等
に

関
す
る
規
則
に
よ
る
。

▼
応
募
手
続
き

里
親
に
預
け
ら
れ
た
り
し
た
と
き
。

・
父
母
ま
た
は
養
育
者
が
公
的
年
金

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

や
婚
姻
の
届
け
出
は
し
て
い
な
く
て

も
、
事
実
上
の
婚
姻
関
係（
内
縁
関

係
な
ど
）が
あ
る
と
き

▼
所
得
制
限

　

受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
が
一

定
の
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
年

度（
８
月
か
ら
翌
年
の
７
月
ま
で
）

は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
扶
養
義

務
者（
同
居
の
直
系
血
族
お
よ
び
兄

弟
姉
妹
）な
ど
の
所
得
に
よ
る
所
得

　

町
指
定
の
履
歴
書
に
記
入
し
、
写

真
を
貼
り
付
け
の
上
、
８
月
20
日

（
水
）ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
総
務
課
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）。

▼
選
考　

面
接
試
験

◎
日
時　

８
月
23
日（
土
）
午
前
９

時
か
ら（
※
到
着
順
に
面
接
試
験
を

行
い
ま
す
）

◎
場
所　

町
役
場
３
階　

委
員
会
室

▼
雇
用
期
間

　

９
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
を

支
援
す
る
児
童
扶
養
手
当

　　

こ
の
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人

※
児
童
の
年
齢
は
、
18
歳
到
達
後
の

最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で

（
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
は

20
歳
未
満
）

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
の
障
害
を
持

つ
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
児
童　

な
ど

※
次
の
よ
う
な
場
合
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

・
児
童
が
公
的
年
金
ま
た
は
遺
族
補

償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
や

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た
り
、

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

　

該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
に
は

申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
案

内
な
ど
を
確
認
の
上
、
申
請
受
付
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
期
間

臨
時
福
祉
給
付
金

７
月
１
日（
火
）～
10
月
１
日（
水
）

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

７
月
８
日（
火
）～
10
月
８
日（
水
）

▼
提
出
書
類

申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類（
身
分
証

明
書
、
振
込
口
座
の
写
し
な
ど
）

制
限
も
あ
り
ま
す
。

▼
手
当
額（
月
額
）

○
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
万
１
０
２
０
円
、

一
部
支
給　

４
万
１
０
１
０
円
～

９
６
８
０
円（
所
得
に
応
じ
て
）

○
児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

２
人
目　

５
０
０
０
円
、
３
人
目
以

降
１
人
に
つ
き　

３
０
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎（
62
）２
１
１
５

福
島
県
児
童
家
庭
課

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
１
７
６

給
付
金
の
申
請
を

お
忘
れ
な
く

　

町
で
は
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
給

付
金
は
、
低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯

の
消
費
税
増
税
に
伴
う
負
担
を
や
わ

ら
げ
、
消
費
の
下
支
え
を
図
る
た
め

に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

クマに注意
　町内の広い範囲でクマが出没しています。早朝
や夕方、夜間の目撃がほとんどですので、これら
の時間帯に外出する際は特に注意してください。

町内医療機関　お盆期間中の診療予定

○会津若松市休日緊急医割当（８月 17 日）
　　小児科　森田小児科医院（古河町 4-11）　☎（27）7686
　　内科系　いなにわ医院（河東町谷沢十文字 106）　☎（76）1728
　　外科系　穴沢耳鼻咽喉科医院（天神町 31-3）　☎（29）0033
○会津若松市夜間急病センター（山鹿町 1-22）☎（28）1199
　　受付時間　18：30 ～ 22：30（年中無休）

医療機関名 日にち
曜日

13 日
水

14 日
木

15 日
金

16 日
土

17 日
日

浅見クリニック
午前 × × × × ○
午後 × × × × ○

小川医院
午前 ○ × × × ○
午後 ○ × × × ○

かねこクリニック
午前 × × × ○ ×
午後 × × × × ×

野崎医院
午前 × × × × ×
午後 × × × × ×

マリアクリニック
午前 ○ × × × ×
午後 ○ × × × ×

矢吹医院
午前 ○ × × × ×
午後 ○ × × × ×

町立病院
午前 ○ × × × ×
午後 ○ × × × ×

診療可：○　休診：×

子
育
て

給
付
金

意
見
箱

募
　
集
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町
有
財
産
の
公
用
車
を

公
売
し
ま
す

　

町
の
公
用
車
を
公
売
し
ま
す
。

　

車
種
お
よ
び
公
売
方
法
は
次
の
と

お
り
で
す
。

①
普
通
乗
用

車（
ト
ヨ
タ

ク
ラ
ウ
ン
）

・
平
成
11
年
式

・
走
行
距
離

15
万
２
４
６
３
㌔

・
仕
様　

ガ
ソ
リ
ン

車（
ハ
イ
オ
ク
仕
様
）

・
付
属
品　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
・
冬
タ
イ
ヤ

※
名
義
変
更
は
購
入
者
の
負
担

※
車
検
・
自
賠
責
保
険
と
も
に
有
効

期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。

　

内
装
・
外
装
と
も
年
式
に
応
じ
損

傷
・
さ
び
・
汚
れ
が
あ
り
ま
す
。
公

売
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず
現
車

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法

　

現
車
を
展
示
し
、
そ
の
後
入
札
に

よ
り
最
低
売
却
価
格
以
上
の
金
額
で
、

か
つ
、
最
高
の
価
格
で
入
札
し
た
人

と
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

※
最
低
売
却
価
格
は
２
万
６
０
０
０

円（
税
別
）で
す
。

▼
展
示
期
間
・
場
所

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

公
　
売

採用種目 資格 受付期間 試験 試験期日 試験会場 備考

自衛官候補生
（男子）

18 歳以上
27 歳未満

８月１日（金）～
９月９日（火）

筆記試験 ９月 20 日（土） 会津大学
筆記試験、口述試験・身
体検査の両方を受験しま
す。

口述試験・身体検査 ９月 27 日（土）・28 日（日） 郡山駐屯地

自衛官候補生
（女子）

18 歳以上
27 歳未満

８月１日（金）～
９月９日（火） 筆記試験、口述試験・身体検査 ９月 25 日（木） 郡山駐屯地

一般曹候補生 18 歳以上
27 歳未満

８月１日（金）～
９月９日（火）

１次試験（筆記） ９月 20 日（土） 会津大学 １次試験合格者の２次試
験（口述試験・身体検査）
については、後日通知し
ます。

２次試験（口述試験・身体検査） ９月 27 日（土）・28 日（日） 郡山駐屯地

航空学生 高卒（見込み含む）
21 歳未満

８月１日（金）～
９月９日（火） １次試験（筆記） ９月 23 日（火） 郡山市労働福祉

会館

●平成 26 年度自衛官採用試験日程

詳しくは、担当の広報官にお問い合わせください
【問い合わせ先】自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）　☎（27）6724

　名君「保科正之公」ゆかりの地である、長野県伊那市（旧高遠町）
と本町が親善交流書を締結して 10 年がたとうとしています。町
および町親善交流事業実行委員会では、これを契機に将来にわた
り伊那市との親善交流が続くよう、伊那市からのご来賓をお迎え
して 10 周年記念事業を計画しています。
　現在予定している内容は次のとおりです。入場は無料ですので、
ぜひご来場ください。

●日時　    　　　　　　　　   午後１時 30 分～午後４時 20 分
●場所　猪苗代町体験交流館（学びいな）
●内容　①伊那市親善交流 10 周年記念式典
　　　　②基調講演「戦国から江戸へ～ヒストリアに学ぶ」
　　　　・講師　ＮＨＫ横浜放送局　渡邊あゆみアナウンサー
　　　　　※「歴史秘話ヒストリア」出演中
　　　　　ＮＨＫ総合テレビ　毎週水曜午後 10 時放送
　　　　・講演内容　戦国時代の武将たち、番組秘話など
　　　　③アトラクション　東山温泉芸妓による剣舞などの披露

伊那市・猪苗代町
親善交流 10 周年
記念事業

ＮＨＫ「歴史秘話ヒストリア」出演中の

渡邊あゆみアナウンサーによる基調講演

マ
イ
ホ
ー
ム
を
守
る

耐
震
診
断
に
伺
い
ま
す

　

町
は
、
町
内
の
木
造
住
宅（
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

も
の
）に
つ
い
て
建
築
士
な
ど
の
専

門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
自
己
負
担
額
は

６
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

11
月
28
日（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係　

☎（
62
）２
１
１
８

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
経
費
を
補
助
し
ま
す

　

町
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
基
準

を
満
た
さ
な
い
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
す
る
町
民
に
対
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
町

内
に
あ
り
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
住
宅
で
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅（
住
宅
と
し
て
使
う

部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分

の
１
以
上
の
も
の
）

②
工
事
の
着
手
が
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
で
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
、
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

③
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
促
進
事

業
実
施
要
綱
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
結
果
、
基
準
を
満
た
さ
な

い
も
の

④
補
助
金
の
交
付
決
定
年
度
内
に
耐

震
改
修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

⑤
過
去
に
県
、
町
か
ら
耐
震
改
修
工

事
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

※
工
事
終
了
後
、
耐
震
性
能
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
な
ど
を
町
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
締
切
日　

９
月
１
日（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

い
な
わ
し
ろ
聖
苑
火
葬
炉

修
繕
工
事
の
お
知
ら
せ

　
「
い
な
わ
し
ろ
聖
苑
」
火
葬
炉

の
修
繕
工
事
を
８
月
25
日（
月
）か

ら
９
月
４
日（
木
）ま
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
間
使
用
で
き
る
火
葬
炉
が
２

基
か
ら
１
基
と
な
り
、
火
葬
の
受
け

付
け
も
１
日
４
回
か
ら
２
回
に
な
り

ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
の
受
け
付
け
は
、
町

内
の
人（
町
内
へ
の
避
難
者
を
含
む
）

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎（
62
）２
１
１
４

生
　
活

８
月
11
日（
月
）～
27
日（
水
）

町
役
場
北
側
駐
車
場

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
車
両
の
詳
細

お
よ
び
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
入
札
申
し
込
み
期
間

８
月
11
日（
月
）～
27
日（
水
）

午
後
４
時

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
可

※
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
入
札
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
と
入
札
書
の
様
式
は
総
務

課
窓
口
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

▼
入
札
日
時
・
場
所

８
月
29
日（
金
）
午
前
10
時

町
役
場
３
階　

正
庁
Ｂ

※
時
間
厳
守
・
郵
送
不
可

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎（
62
）２
１
１
１

②
軽
自
動
車

（
ス
ズ
キ

ジ
ム
ニ
ー
）

・
平
成
13
年
式

・
走
行
距
離

13
万
７
４
３
７
㌔

・
仕
様　

ガ
ソ
リ
ン
車

※
町
名
表
示
の
削
除
と
名
義
変
更
は

購
入
者
の
負
担

※
車
検
・
自
賠
責
保
険
と
も
に
有
効

期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
。

　

内
装
・
外
装
と
も
年
式
に
応
じ
損

傷
・
さ
び
・
汚
れ
が
あ
り
ま
す
。
公

売
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず
現
車

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
公
売
方
法

　

現
車
を
展
示
し
、
そ
の
後
入
札
に

よ
り
最
低
売
却
価
格
以
上
の
金
額
で
、

か
つ
、
最
高
の
価
格
で
入
札
し
た
人

と
売
買
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

※
最
低
売
却
価
格
は
１
０
０
０
円

（
税
別
）で
す
。

▼
展
示
期
間
・
場
所

８
月
11
日（
月
）～
22
日（
金
）

町
役
場
北
側
駐
車
場

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
車
両
の
詳
細

お
よ
び
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
入
札
申
し
込
み
期
間

８
月
11
日（
月
）～
８
月
22
日（
金
）

午
後
４
時

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
可

※
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
入
札
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
と
入
札
書
の
様
式
は
上
下

水
道
課
窓
口
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

▼
入
札
日
時
・
場
所

８
月
26
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

町
役
場　

３
階　

正
庁
Ｂ

※
時
間
厳
守
・
郵
送
不
可

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

水
道
管
理
係　

☎（
62
）５
６
２
２

９月 20 日（土）
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新
し
い
農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

　

任
期
満
了
に
よ
り
、
町
農
業
委
員

の
選
挙（
無
投
票
）が
７
月
６
日
に

行
わ
れ
、
12
人
の
委
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

７
月
22
日
に
は
、
あ
い
づ
農
業
協

同
組
合
、
会
津
農
業
共
済
組
合
、
町

土
地
改
良
区
と
町
議
会
か
ら
推
薦
さ

れ
た
５
人
の
委
員
に
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
改
選
後
初
の
農
業
委
員
会

総
会
が
招
集
さ
れ
、
会
長
に
佐
賀
昭

男
さ
ん
、
会
長
職
務
代
理
に
武
田
利

和
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す（
敬
称
略
。
か
っ
こ
内
は

地
区
名
お
よ
び
推
薦
に
よ
る
場
合
は

そ
の
団
体
名
）。
任
期
は
平
成
29
年

７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

長
谷
川
正（
渋
谷
）、小
熊
義
一（
木

地
小
屋
）、
渡
部
長
昭（
小
田
）、
佐

藤
章（
新
屋
敷
）、
二
瓶
芳
雄（
金
曲
）、

土
屋
清
美（
上
戸
）、
阿
部
正
義（
牛

沼
）、
小
檜
山
久
栄（
島
田
）、
細
貝

保
男（
東
南
真
行
）、
鬼
多
見
賢（
三

城
潟
）、
阿
部
幸
喜（
伯
父
ケ
倉
、
あ

い
づ
農
業
協
同
組
合
） 、
安
達
寿
人

（
打
越
、
会
津
農
業
共
済
組
合
）、
穴

澤
進（
土
田
、
町
土
地
改
良
区
）、
丸

山
之
子（
百
目
貫
、
町
議
会
推
薦
）、

金
本
久
美
子（
神
明
町
、
町
議
会
推

薦
）、
武
田
利
和（
伯
父
ケ
倉
）、
佐

賀
昭
男 （
土
町
）

９
月
１
日
～
10
日
は

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　

良
好
な
景
観
の
形
成
な
ど
を
目
的

に
屋
外
広
告
物
に
対
す
る
町
民
や
企

業
の
意
識
啓
発
な
ど
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬

間
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
ま
た
は

一
定
の
期
間
継
続
し
て
屋
外
に
表
示

さ
れ
る
も
の
で
、
看
板
、
立
看
板
、

は
り
紙
、
の
ぼ
り
旗
な
ど
が
こ
れ
に

該
当
し
ま
す

　

町
内
で
屋
外
広
告
物
を
掲
示
お
よ

び
設
置
す
る
場
合
に
は
、
福
島
県
屋

外
広
告
物
条
例
に
基
づ
く
手
続
き
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に

掲
示
お
よ
び
設
置
さ
れ
て
い
る
人
も

含
め
て
、
今
後
検
討
す
る
場
合
は
、

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎（
62
）２
１
１
８

町
の
将
来
を
決
定
す
る
場

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開
さ

れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
役
場
３

階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍
聴
席

入
口
に
あ
る
受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
を
記
入
し
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

９
月
１
日（
月
）

※
一
般
質
問
は
４
日（
木
）、
５
日

（
金
）の
予
定
で
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎（
62
）５
６
６
６

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所（
国
、
県
、

市
町
村
）
や
特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
）の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
は
毎
月
１
回
、
第
３
水

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員

　

宮
澤
重
正
さ
ん（
下
舘
）

　

☎（
66
）３
９
９
５

　

佐
藤
明
さ
ん（
会
津
若
松
市
）

　

☎（
29
）６
６
３
３

　
（
会
津
社
会
労
働
保
険
協
会
）

▼
開
催
日
時

　

８
月
20
日（
水
）、
９
月
17
日（
水
）

　

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談
委

員
合
同
相
談
会

　　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

９
月
５
日（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎（
62
）２
１
１
１

新
し
い
民
生
児
童
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
佐
賀
昭
男
さ
ん（
土
町
）

☎（
62
）３
０
２
５

【
担
当
地
区
】
土
町
、
葉
山
、
中
町
、

ス
キ
ー
場

　

民
生
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
な
ら
び
に
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ

る
も
の
で
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

持
っ
て
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
相
談

に
応
じ
る
ほ
か
、
必
要
な
援
助
活
動

を
行
い
、
地
域
福
祉
の
増
進
に
努
め

ま
す
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

告
　
示

・
第
45
号
「
猪
苗
代
町
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
指
定
に
つ
い
て
」（
上

下
水
道
課
下
水
道
係
）

・
第
46
号
「
不
動
産
差
押
解
除
通
知

書
の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」（
税
務

課
収
納
係
）

・
第
47
号
「
不
動
産
差
押
解
除
通
知

書
の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」（
税
務

課
収
納
係
）

・
第
48
号
「
平
成
26
年
度
固
定
資
産

税
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」

（
税
務
課
収
納
係
）

・
第
49
号
「
平
成
26
年
第
８
回
猪
苗

代
町
農
業
委
員
会
招
集
」（
農
業
委

員
会
事
務
局
農
地
係
）

・
第
50
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
無
効
告
示
」（
町
民
生
活
課
国

保
年
金
係
）

・
第
51
号
「
地
縁
に
よ
る
団
体
の
認

可
に
つ
い
て（
関
脇
地
区
会
）」（
総

務
課
行
政
管
理
係
）

・
第
52
号
「
平
成
26
年
猪
苗
代
町
議

会
臨
時
会
の
招
集
」（
総
務
課
行
政

管
理
係
）

・
第
53
号
「
不
動
産
差
押
解
除
通
知

書
の
公
示
送
達
に
つ
い
て
」（
税
務

課
収
納
係
）

・
第
54
号
「
猪
苗
代
町
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
及
び
抗
体
検
査
助
成
事
業

実
施
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要

綱
」（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
）

公
　
告

・
第
27
号
「
農
用
地
利
用
集
積
計
画

の
公
告
」（
農
業
委
員
会
事
務
局
農

地
係
）

・
第
28
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
る
不
動
産
等
の
最
高
価
申
込
者

決
定
に
つ
い
て（
第
２
号
）」（
税
務

課
収
納
係
）

・
第
29
号
「
平
成
26
年
度
公
共
工
事

発
注
予
定
情
報
の
公
表
に
つ
い
て

（
第
２
四
半
期
以
降
）」（
企
画
財
務

課
財
務
係
）

・
第
30
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て（
第
３
号
）」（
税

務
課
収
納
係
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　町は、「広報猪苗代」に掲載す
る有料広告を募集しています。事
業所の宣伝、広告などにぜひご活
用ください。手続きや料金など、
詳しくは下記にお問い合わせくだ
さい。
 問総務課　秘書広報係　☎（62）2111

有料広告募集中

　農業委員会は農地の公的管理主体として、食料の生産
基盤である優良農地の確保と有効利用の促進を図るた
め、毎年、農地パトロールを実施し、遊休農地の実態把
握と発生防止・解消、農地の違反転用発生防止対策など
について重点的に取り組んでいます。
　本年度は、下記のとおり実施する予定です。
　パトロール当日は、公用車に「農地パトロール実施中」
のマグネットを貼り、農業委員会の帽子と腕章を着用し
た地区担当農業委員と事務局職員が巡回します。
　調査の際に農地などへの立ち入りやお話を伺う場合も
ありますので、ご理解とご協力をお願いします。

問農業委員会事務局　農地係　☎（62）5655

農地パトロールを実施します

地区名 実施期間 担　当　委　員

猪苗代    ８月下旬～ 長谷川正・佐賀昭男・金本久美子
吾　妻    ９月中旬 小熊義一・渡部長昭
翁　島    ８月下旬～ 細貝保男・鬼多見賢・穴澤進
千　里    ９月中旬 阿部正義・小檜山久栄・丸山之子
月　輪    ８月下旬～ 二瓶芳雄・土屋清美・安達寿人
長　瀬    ９月中旬 武田利和・佐藤章・阿部幸喜

掲
示
板

広
告
物

議
　
会

相
　
談

農
業
委
員
会
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今月の納期
（納期限９月１日）

●町県民税        第２期分

●国民健康保険税

                             第２期分

●介護保険料   第２期分
●後期高齢者医療保険料

　　　　　　     第２期分

●上下水道使用料
                                       ８月分

●下水道負担金　

　　　　　　     第２期分

　 窒素りん除去型浄化槽
　 の管理に関する講習会

　県は、猪苗代湖の水質を守るため、
関係条例を改正しました。これに伴
い、平成 25 年４月１日以降新たに
猪苗代湖・裏磐梯湖沼群流域内に浄
化槽を設置する場合には、窒素りん
除去型浄化槽の設置が義務付けられ
ました。
　窒素りん除去型浄化槽の維持管理
について多くの人に知ってもらうた
め、下記のとおり講習会を開催しま
すので、ご興味をお持ちの方のご来
場をお待ちしております。
●日時　８月 26 日（火）
　午後１時 30 分～午後３時 30 分
●場所　学びいな　大研修室
●内容　窒素りん除去型浄化槽の特
徴や機能、維持管理の方法など
問福島県生活環境部水・大気環境課
　☎ 024（521）7258
　公益社団法人福島県浄化槽協会
　☎ 024（531）1778　

　 お魚さんが待ってるよ
　 第 19 回内水試参観デー
　
　淡水魚の試験研究をしている県の
内水面水産試験場では、施設や研究
内容を地域の皆さんに知っていただ
くため、今年も施設を開放し、楽し
いイベントを開催します。
●日時　８月 23 日（土）
　午前 10 時～午後３時
●場所　福島県内水面水産試験場
　　　　（「緑の村」隣り）
●主な内容
　○試験研究の成果発表
　○ちびっ子魚つかみ大会（無料）
　○試食コーナー（無料）　会津ユ
　キマスなどの炭火焼き体験
　○水産物などの販売
　（雨天の場合、屋外でのイベント
は中止になる予定）

暮らしの情報広場

お悔やみ申し上げます
（ ６月 15 日～７月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区
中村　昭司 85 昭司 新町ろ
齋藤　　茂 76 茂 名古屋町

鈴木登喜子 81 登喜子 堤崎
安部　芳子 83 芳子 中の沢
加藤　キミ 85 末雄 百目貫
大木　トモ 95 トモ 下舘
渡部　一郎 86 富雄 仁蔵
古川　キヨ 89 一 今泉
瀧口　康毅 88 康毅 幸野
八木澤行男 80 行男 新町ろ
阿部キヨノ 99 徹 伯父ケ倉

小板橋キヨ 89 幸男 見禰
熊倉　光瑞 80 光瑞 下舘
渡部美知子 47 賢藏 白津

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

　
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※環境に配慮するため、自動車は相
乗りでお願いします。
問福島県内水面水産試験場
　☎（65）2011

　 県が動物愛護のつどい
　 を開催します

　県は、動物に対する愛護の精神と
適切な飼い方について関心と理解を
深めてもらうため、動物愛護の集い
を開催します。
●日時　９月 20 日（土）
午後１時～午後３時（小雨決行）
●場所　会津総合運動公園　ふれあ
いの丘（会津若松市門田町大字御山
字北村地内）
●内容　動物ふれあい、保護収容
動物の譲渡、犬のしつけ方デモ、動
物健康相談、動物愛護児童画展など
●参加費　無料
問福島県会津保健所　☎（29）5516

　 通信制高校の生徒と
　 通信講座受講生を募集

　ＮＨＫ学園では、通信制の高等学
校普通科および生涯学習通信講座の
生徒・受講者を募集しています。
●募集内容
①平成 26 年度高等学校普通科（３
年制）生徒
②生涯学習通信講座受講者（趣味・
教養から語学・資格まで幅広いジャ
ンルの講座が 200 以上あります）
●出願締切日
①高等学校普通科（転入学）
　11 月 20 日
②高等学校普通科（後期新入学・後
期編入学）　９月 30 日
③生涯学習通信講座　通年申込受付
問ＮＨＫ学園
　☎ 042（572）3151
　案内書請求フリーダイヤル
　☎ 0120（06）8881

教　　養
善意をありがとうございます

○野口英世博士のふるさと猪苗代
　応援寄付金として
　蝋山敬之さん（東京都）
　　   　　　　　  　　50,000 円
　川浪千穂子さん（埼玉県）
 　　　　　    　　　　10,000 円

催　　し

町の人口

  26 年７月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　15,017 人
　　世帯数　　　  5,043 戸
　　出生　66 人　  転入　 26 人
　　死亡　24 人  　転出　 60 人

編
集
後
記

　
「
広
報
捨
て
て
も
い
い
？
」

「
…
い
い
よ
」。「
バ
サ
ッ
」。

毎
月
繰
り
返
さ
れ
る
わ
が
家

の
光
景
。
捨
て
て
も
い
い
か

と
尋
ね
て
い
る
の
は
、
も
ち

ろ
ん
私
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

読
み
終
わ
っ
て
か
ら
聞
か
れ

る
の
が
、
せ
め
て
も
の
救
い

で
す
。
▼
最
近
、
仕
事
で
昔

の
広
報
を
見
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。「
こ
ん
な
時
代
も

あ
っ
た
ん
だ
」「
○
○
さ
ん

が
載
っ
て
る
」
な
ど
と
、
写

真
を
探
す
だ
け
の
は
ず
が
、

つ
い
つ
い
読
み
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
▼
一
読
し
て
ポ

イ
で
は
な
く
、
い
つ
か
ま
た

読
み
返
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
広
報
紙
作
り
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
ま
す
。（
矢
森
）

毎週火曜日、午後７時まで
窓口業務の時間を延長しています

町では、町民の皆さんの利便性向上
を図るため、毎週火曜日、午後７時
まで住民票・税証明発行などの窓口
業務の時間を延長しています。
問総務課　行政管理係　☎（62）2111

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（平成 26 年６月 30 日現在）

１　犯罪発生状況

◎なりすまし詐欺に注意！家族や警察官、銀行協会職
員などを装い、お金をだまし取る詐欺が増えています。
話の中で、お金の手渡し・振り込みの指示があったと
きは、すぐに家族や知人か警察（110 番）に相談して
ください。

◎シートベルトには事故被害軽減に大きな効果があり
ます。助手席、後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず反射材を身に着け
ましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 26 年 平成 25 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 24 32 -8 -25.0
磐 　 梯 　 町 3 13 -10 -76.9
裏 　 磐 　 梯 2 6 -4 -66.7

　　　計 29 51 -22 -43.1

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
26 年 25 年 26 年 25 年 26 年 25 年

窃盗犯計 15 28 3 12 2 5
空き巣 1 1
金庫破り 1
事務所荒らし 1
出店荒らし 1 1
倉庫荒らし 3 1 1
侵入盗その他 1
置引き 2 2
車上ねらい 1 2 2 1
部品ねらい 1
脱衣場ねらい
自販機ねらい
万引き 1 5
職場ねらい
さい銭盗
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 7 9 3
非侵入盗その他 4 7 2 2 1
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗 1
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 2 1
詐欺・横領 2 1

遺失物等横領
器物損壊 3 3

その他の刑法犯 2
総　計 24 32 3 13 2 6
増　減 -8 -10 -4

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 48 42 9 11 1 3
増　　減 6 -2 -2

月日 場所 遭難者 概　　　要
４/23 磐梯山 １名 山スキー中滑落、捜索中防災ヘリで救助
６/ ２ 吾妻連峰 １名 山菜採り中行方不明、捜索中自力下山
６/ ４ 磐梯町山林 １名 山菜採り中クマに襲撃され負傷、自力下山
６/15 吾妻連峰 １名 山菜採り中転倒、消防署員により救助
６/18 吾妻連峰 １名 山菜採り中行方不明、２日後県警ヘリで救出

○ほとんどが単独での遭難です。入山する際は複数で入山するようにしま
しょう。

月日 場　所 遭難者 概　　　要
６/29 猪苗代湖上戸浜 １名 ３名乗船のカヌーが転覆、１名死亡

○湖水浴などをする際は、湖の安全利用のルールをよく守りましょう。

町　村 ４月 ５月 ６月 合計
猪苗代町 ３（０） 14（３） 20（７） 37（10）

磐梯町 １（０） ０（３） ４（３） ５（９）
北塩原村 ２（０） １（５） ４（４） ７（９）

合　計 ６（０） 15（11） 28（14） 49（28）
※（　）の数字は平成 25 年上半期
○猪苗代町内でクマの目撃がたいへん多くなっています。入山時や山の近
くに行く場合は、クマよけ鈴やラジオなどを携行しましょう。

山岳遭難

水難

クマの目撃（人身被害を除く）

人身事故 負傷者数 死者数
平成 26 年 58 72 ０
平成 25 年 56 74 ０

前年比 +2 -2 ０

交通事故発生状況（1/1 ～ 6/30）

○時間帯別に見ると、午後４時から午後６時までが最も多くなっています。
早めのライト点灯を心掛け、車両の存在を周りに知らせるとともに、危険
をいち早く発見し、事故の防止に努めましょう。

交通事故・山岳遭難・水難などの発生状況
（平成 26 年上半期、猪苗代警察署管内）
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【材料】４人分
カジキマグロ  ４切れ・塩  １㌘・こしょう  少々・小麦粉  
適量・トマト  中１個・玉ネギ  中１個・きゅうり  １本・
みょうが  ２個・大葉  ４枚・Ａ｛オリーブオイル  大さじ１・
しょうゆ  小さじ１・レモン汁  大さじ１｝・サラダ油  大さ
じ 1/2

【作り方】
① 塩、こしょうで下味をつけたカジキマグロに小麦粉を
まぶす。
② 粗みじん切りにしたトマト、玉ネギ、きゅうり、みょ
うが、大葉をＡと混ぜ合わせソースを作る。
③ 油を熱したフライパンに①を並べ、ふたをして弱火で
蒸し焼きにする。火が通ったら皿に盛り付け、②をかけて
出来上がり。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 161㌔㌍、塩分 0.6㌘

カジキマグロの夏野菜ソースかけ

（高血圧予防メニュー）

■一口メモ■　みょうがや大葉などの香りを生かすことで調味料を控えることができ、減塩に
つながります。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 206

「たんざく　おほしさま」

お手本をよく見ながら書きまし
た。「ほ」や「ま」の丸く書く
部分が難しかったけど、だいた
いお手本どおりにできました。

「た」「ん」「お」が特に上手に
書けました。

古泉　美
み

咲
さ き

さん（１年）

「むし歯はツライよー」

むし歯をつくっているバイ
キンや上下の歯が上手に描
けました。痛がって泣いて
いる表情もうまく表現でき
ました。顔をリアルに描け
れば、もっとよかったと思
います。五十嵐麗

れ

奈
な

さん（５年）

みんなの美術館
８月は緑小学校のお友達の作品です


